
プロジェクト06 滞在プログラムの充実

（スケジュールイメージ）
Ｈ２９．６ Ｈ３０．４

検討・調整・システムの開発 可能なプログラムから順次実施

立山黒部貫光（株）

①

（１） 第２回 ワーキンググループ以降の取り組み

・１０月３０日 国立公園満喫プロジェクト展開事業に応募
※１１月１７日 採択（詳細は次頁）

・１１月３０日 打合せ（自然保護課）
主な内容：ポータルサイトの構成について 他

・１２月 ４日 国立公園満喫プロジェクト展開事業
キックオフミーティング（東京）

主な内容：展開事業１０団体の概要説明及び、先行８公園の実施報告 他



（２） 「国立公園満喫プロジェクト展開事業」について

②

環境省では、日本の国立公園を世界水準の「ナショナルパーク」としてのブランド化を

目指して、「国立公園満喫プロジェクト」に取り組んでいる。プロジェクトでは、先行的、
集中的に取り組む国立公園を８ヶ所選定し、そこで得られた成果や知見を全国の国
立公園にも展開していくことで、２０２０年までに国立公園を訪れる外国人客を１０００
万人にすることを目指す

その他の国立公園においても、インバウンドの拡大及び利用の質の向上に向けた取
り組みを、環境省と連携して実施する地域及び活動団体を選定する

・応募団体名 立山エコツーリズム研究会（事務局：立山黒部貫光㈱）

・事業名 「立山室堂」滞在プログラム充実事業

①エコツアーの開発
②ポータルサイトの立ち上げ
③ツアーデスクの設置
④ガイドの情報交換、スキルアップ
⑤立山黒部アルペンルートの優先乗車

・目的

・その他 アドバイザーとして、環境省 立山自然保護官事務所が担う

・事業概要



（体験プログラムを充実させるには）

①エコツアーの開発
（ねらい）

③

（３）現在の検討状況

・立山黒部のバリューは何か
例）自然（雄大な自然と人類の英知の共存）、立山信仰（自然への畏敬）、
産業観光（電源開発、砂防事業等） 等

・ここでしか味わえないオンリーワンプログラムの開発
例）雷鳥に会えるツアー、歴史を語るガイドツアー 等

・リピート化のためのプロモーション
例）○年に一回は立山参拝 等

・立山黒部貫光㈱のマーケティング等でターゲットを特定し、立山室堂地域で活
動しているガイドによるプログラムを企画する

・ツアー内容は、自然のみならず、「歴史・文化等の要素」や「時間軸の要素」を
多面的に組み込み、ストーリー性・創造性に富んだエコツアープログラムを開発
しバリエーションを増やす



（使いやすいサイト、認知度を高めるには）

②ポータルサイトの立ち上げ
（ねらい）

④

・ポータルサイトの名称
例）立山ガイドツアー 等
・サイト内容
例）ツアー一覧、ガイド一覧 等
・サイトのリンク先
例）体験ツアーのメディアサイト 等
・参考となるサイト
例）知床五湖 等

・立山室堂地域で催されるエコツアープ
ログラムの総覧が可能なポータルサイト
を立ち上げ、現在、各事業体が個別に
発信しているツアー情報を一括して体系
的に発信するページを作成する

・利用者の利便性を向上させ、効果的な
集客の実現や注目度の向上を図る



知床五湖（専門ガイドの質を高める仕掛け）

登録引率者（専門ガイド）による有料ツアーの満足度は総じて高く、2015年にはガイドツアーによる散策期間が
拡充されており、ガイドツアーにより観光地の魅力が向上しているといえる。
登録引率者になるためには、研修と試験を受け合格する必要がある。また、各登録引率者の利用者からの評価
は、HP上で公開されており、登録引率者の質をより高めるための仕掛けがなされている。

06参考事例

（出所）知床五湖HP（http://www.goko.go.jp/index.html）より日本総研作成

ガイドツアー参加者の声（知床五湖HPより）

●ガイドツアーの高い満足度

●ガイドツアーによる散策期間の拡充
• 2015年より、「厳冬期の知床五湖エコツアー」を開始。
• 冬期は、知床五湖に至る
道路が通行止めとなるため、
原則、散策はできなかった。

• 利用調整地区制度に基づくもので
はないが、登録引率者によるガイド
ツアーのみで立ち入りが可能となった。

●ガイドの質の向上
（１）登録引率者の研修と試験
• 登録引率者になるためには、研修と試験への合格が必要。
• 一定の質が維持されている。

（２）より質を高める仕掛け
• HP上には、登録引率者の情報のほか、ツアー参加者の声と評価が、
登録引率者ごとに個別に掲載されている。

2016年の登録引率者要請研修日程
3月2日（水）～4月18日（月） 募集受付
4月26日（火） 応募者の面接
5月上旬～10月下旬 座学・実施研修（7～25回：ﾂｱｰ引率経験による）
10月31日（月） 登録引率者試験（筆記試験）
11月8日（火） 登録引率者試験（実地試験）
11月下旬 合格発表

登録引率者の一覧ページ
（知床五湖HPより）

登録引率者の個別ページ
（知床五湖HPより）

ガイド情報

ツアー参加者の声

事務所情報

料金

（参考）「第２回『立山黒部』の保全
と利用を考える検討会」資料抜粋

⑤



（今後の課題）

③ツアーデスクの設置
（ねらい）

⑥

・通過型の利用者や連泊する長期滞在者など、多様な利用形態に合ったエコ
ツアープログラムの案内や受付をするツアーデスクを設ける

・窓口には外国語に対応したスタッフを配置し、訪日旅客の対応をする

・窓口の設置箇所
・窓口を担当する多言語化対応できるスタッフ



（スキルアップを図るには）

④ガイドの情報交換、スキルアップ
（ねらい）

⑦

・①～③の取り組みを円滑にし、地域一丸となってエコツアーの定着及び推進
を図るべく、ガイド間の連携・情報交換等を行うための連絡会議・研修会等を設
ける

・連絡会議・研修会に立山内外から講師を招き、ガイドや通訳案内士のスキル
アップも行う

・「エコツーリズム・インタープリテーションの人材育成支援事業」に応募
（１２月５日申込み）

※エコツアー等を企画・実施する事業者やガイド等、地域における持続可能な
仕組み構築に向けたキーマンとなる人材の育成支援を行うもの

・先進地や成功事例地域の視察
例）国内：知床五湖、海外：ツェルマット 等



（今後の課題）

⑤立山黒部アルペンルート優先乗車
（ねらい）

⑧

・研究会の会員が企画するガイドツアーが円滑に実施できるよう、立山黒部アル
ペンルートの優先乗車（予約 等）

・料金の支援などを検討することにより、新規ガイドや新規ツアーの開発をサ
ポートする

・受け入れ基準と対応内容の検討



⑨

（４） スケジュール

⑥その他

・事務局として①～⑤の課題に担当者をおき、立山黒部貫光㈱がポータルサ
イトの運営等を継続して民間ガイド業者との連絡役を担っていく

・会員が企画するガイドツアーでは、立山黒部アルペンルートの優先乗車等の
特典をつけるなどにより、民間ガイド業者の新規加入を図っていく

・立山室堂地域における交通事業者としての連携結果を精査して、研究会は、
立山室堂地域に関連する周辺地域も含めた研究会として、発展させていける
よう取り組む

・年内にＨ２９年度の取り組み（研修などのスキルアップ・ポータルサイトの立ち
上げ等）を決定し、年度内に実施

・Ｈ３０年度の取り組みを１月を目途に決定 ⇒ 可能な取り組みから順次実施


